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はじめに 

本報告書は、沖縄県内の専門学校が企業と連携して、高等学校のキャリア教

育を支援する実証授業実施と教材開発の成果をまとめたものである。本事業

は、専門学校や企業が高校と連携し、高校生が将来の進路選択に役立つ実践的

なキャリア教育を提供することを目的としている。実証講座と並行して、キャ

リア教育教材やキャリア教育支援基盤システムの開発も行っている。今年度

は、高校１年生を対象に、専門学校５校、企業 10 社、工業科・商業科・普通

科高等学校３校が連携して実証講座を実施してきた。 

実証講座では、高等学校のキャリア教育関連の授業に、専門学校教員や企業

などの職業人がチームティーチング形態で支援し、職業人講話、グループワー

ク、実習、フィールドワークなどの形式で授業が実施されてきた。 

その結果、計画以上の実施実績をあげることができ、高校生や高校教員から

の評価も良好であった。 

この成功には、専門学校と高校が高い頻度で密接にコミュニケーションをと

ったことが大きな要因があると考えている。また、実践的なキャリア教育を提

供するための教材やシステムを開発することで、より実践的な授業の提供を実

現できた。本報告書では、これらの取り組みによって高校生が職業に関するキ

ャリアの理解を深め、将来の進路選択に役立ったことを報告する。 

この様な想定を超える実績は、高校生と高校教員からのアンケートやヒヤリ

ングによる評価結果から判るが、一方で、支援する側の専門学校と企業の労力

の大きさは課題となっている。 

来年度は、講座を実施する高校が１校追加することが決まっており、今後は

更に多くの高校から実施を希望されることも予想される。そのため、今後はよ

り効率的な支援方法の策定や、専門学校や企業が担う役割の明確化が求められ

る。 

本報告書では、このような成果や課題について詳しく報告し、今後の取り組

みについても考察している。そして、今後４年間に渡る事業の完了後には、専

門学校、企業、高等学校等が協力して実現したキャリア教育支援の実践モデル

として、今後のキャリア教育の充実に向けた示唆を与えるものとなることを期

待している。 
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第 1 章 事業概要 

第 1 節 事業の趣旨・目的 

 本事業では、沖縄県内の専門学校４校が各校の専門分野「商業実務／ビジネ

ス」「工業／情報技術」「工業／自動車整備」「普通／グローバル」と関連す

る分野の専門高校等と連携し、トータル５年間の一貫型職業教育プログラムの

開発と実証による「沖縄モデル」の構築に取り組む。 

 

ここでは学生の中途退学や就職後の中途退社の回避等を目的とし、その主な

原因となる職業・職種の理解不足と学業不振について高等学校および専門学校

の連携によってアプローチする。前者の職業・職種の理解不足については、高

校の段階から専門学校が様々な職業・職種の仕事内容等を教育することで改善

できる。また、後者の学業不振については、高校段階での学びの不十分さに対

して専門学校が職業・職種で必要となる知識やスキルの教育を高等学校と協力

して実施することで改善が図れる。 

 

これらの方策によって、高等学校段階において専門学校での学習に必要な基

礎を確立する。さらにこれを土台に、専門学校進学後は各専門分野の応用・実

践を身につけると同時に、専門職業人としての人間力やプロ意識を高める教育

を実施していく。 

 

本教育プログラムは、４分野の専門学校と連携する高等学校が、それぞれの

分野に特化した内容と４校が共同で開発する高校１年次の共通的なキャリア教

育などの分野横断的な内容で構成する。こうした高・専連携による一貫型職業

教育の実施を通じて、地域社会に貢献できる専門職業人の育成を強化する。 
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第 2 節 実施体制 

事業実施体制として以下に示す構成の「沖専研・高専連携コンソーシアム」

を立ち上げることによって本事業を推進する。 

 

●実施委員会 

一般社団法人沖縄専門人材開発研究会を代表機関とする実施委員会を本事業

の推進組織として編成する。構成機関は専門学校、高等学校、行政機関、企

業、業界団体とする。実施委員会は、「事業計画の立案」「実施内容等の重要

事項の決定」「事業活動全般のマネジメント」「成果の取りまとめ」と「普及

促進」等の役割を担う。実施委員会の下部機関として分科会を置く。 

 

●分科会 

実施委員会の構成機関である専門学校と高校の組み合わせの専門分野ごとに

分科会を編成する。  

各分科会はそれぞれの専門分野の特性等に応じた一貫型職業教育プログラム

の開発・実施に係る活動を展開する。また、専門分野を横断する共通的な内容

も含まれるため、相互に連携・協働する。 

 

●コーディネータ 

コーディネータは、事業の全体調整や進捗管理、高校と専門学校、企業、行

政機関などとの橋渡し、広報を事務局と連携しながら担当する。 

 

●事務局 

事務局は、実施委員会、分科会、コーディネータの運営補助をはじめとする

事業活動全体の事務作業を担当する。 
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本事業における構成機関は以下の通りである。 

（１）高等学校 

名称 役割等 都道府県名 

１ 八重山商工高等学校 調査・開発・実証 沖縄県 

２ 石川高等学校 調査・開発・実証 沖縄県 

３ 美来工科高等学校 調査・開発・実証 沖縄県 

4 中部商業高校 調査・開発・実証 沖縄県 

（２）行政機関 

名称 役割等 都道府県名 

１ 沖縄県教育庁県立学校教育課 連携協力支援 沖縄県 

（３）専門学校 

名称 役割等 都道府県名 

１ 専門学校那覇日経ビジネス 調査・開発・実証 沖縄県 

２ 専門学校ＩＴカレッジ沖縄 調査・開発・実証 沖縄県 

３ 
専修学校パシフィックテクノ
カレッジ 調査・開発・実証 沖縄県 

４ 
専門学校琉美インターナショ
ナルビューティーカレッジ 調査・開発・実証 沖縄県 

（４）企業・団体 

名称 役割等 都道府県名 

１ 
一般社団法人  

沖縄専門人材開発研究会 事業統括 沖縄県 

２ 
株式会社 
沖縄債権回収サービス 調査・開発・実証 沖縄県 

３ 株式会社オーシーシー 調査・開発・実証 沖縄県 

４ 沖縄トヨタ自動車株式会社 調査・開発・実証 沖縄県 

５ 沖縄 UDS 株式会社 調査・開発・実証 沖縄県 

６ 
ハイアット リージェンシー 
瀬良垣アイランド 沖縄 調査・開発・実証 沖縄県 

７ 
一般社団法人  

沖縄県専修学校各種学校協会 
調査・開発・実証 沖縄県 



9 

 

第 3 節 事業背景 

●専門学校への進学者が多い沖縄県 

沖縄県では、高校卒業後の進路として専門学校を選択する生徒が多い（下グ

ラフ）。具体的には、専門学校進学率は 24.1％で、これは全国平均の 16.4％

よりも 7.7 ポイント高く、都道府県別でも新潟県の 26.0％に次いで２番目に

多い。 

一方、大学等への進学率は約４割だが、その半数近くが県外の大学等に進み

多くが首都圏や関西圏等の県外で就職していく。これに対して、専門学校に進

学する生徒は県内で就職するケースが多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●横ばいで推移する県内の高等学校卒業生 

（若い世代の育成が県の発展に向けた重要課題） 

少子高齢化が加速している中、沖縄県は全国でも数少ない人口増加県であ

り、国内で最も 65 歳以上の高齢者人口が少なく、14 歳以下の年少人口の割合

が高い県である。 

沖縄県企画部の推計によれば、2016 年の高校卒業生は 14,234 人で、その

人数は 2033 年までほぼ横ばいで推移するものと見込まれている。このような

人口動態予測について、県が策定した「沖縄 21 世紀ビジョン基本計画」の中

間評価では「沖縄県は潜在的な成長性を有しており、今後の沖縄の発展にとっ

て若い世代の育成は極めて重要」と指摘している。 
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●専門学校が果たす役割の増大 職業教育のさらなる充実化へ 

今後 20 年近くに亘って若い世代が横ばいで推移していく中、県内の専門学

校へ進学し卒業後も県内で就職していく者が多いという現状を踏まえると、専

門学校が県・地域に果たす役割は大きく、その重要性を増していくものと考え

られる。地域の発展に貢献できる人材を育成する高等教育機関として、職業教

育のさらなる充実化の取り組みは重大な責務である。 

 

●専門学校教育の充実化に向けた課題 

専門学校教育のさらなる充実化を図る上での課題が「中途退学の回避」と

「就職後の早期離職の回避」である。特定の職業・職種に就くことを希望して

専門学校に入学してくる生徒が、専門知識・スキルを身につけ、就職していく

という学修と就職のプロセスの途中でリタイアすることなく、継続できること

を支援する方策の徹底が必要である。 

中途退学・早期離職する理由・原因は様々である。職業・職種の仕事内容や

その専門分野を適切に理解・認識できていない「職業・職種の理解不足」、教

育課程での学習についていけないという「学業不振」、その他、経済的な理由

や健康上の理由などがある。これらのうち「職業・職種の理解不足」と「学業

不振」については、高校と専門学校、企業の有機的連携というアプローチによ

って改善や解消に向けた効果があると考えられる。 

 

●「職業・職種の理解不足」への対応方策  

専門学校での学習は、特定の職業・職種に就くことを目的としているため、

入学生の多くは目的意識や就職意識が比較的明確である。しかしながら、社会

人経験がないこともあって、職業・職種に対して理解不足であったり、誤解を

抱いたりしたまま入学してくるケースも少なくない。職業・職種を表向きの面

だけで判断し、裏側に隠れているプロとしての大変さやそれゆえの面白さにま

で理解や想像が及ばないことがある。高校生にとって身近に感じられる職業・

職種であっても理解不足や誤解は生じることもある。 

このような理解不足や誤解の解消に向けて、高校の早期の段階から、専門学

校が様々な職業・職種の仕事内容やその魅力、大変さと面白さを分かりやすく

伝えていくことは極めて有効である。もちろん、高校でも進路指導やキャリア
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教育の取り組みが様々な工夫によって実施されているが、これに職業教育を旨

とする専門学校が協力することで、その内容はより一層充実したものとなる。 

生徒の職業・職種に対する理解のミスマッチの改善につながるはずである。 

 

●「学業不振」への対応方策  

専門学校での学びは、高校３年間での学びを土台として積み上げていく部分

もある。専門学校に入学してから学業不振となってしまうのは、高校での学び

の基礎がしっかりと構築されていないことによるケースが多々見受けられる。 

例えば、情報技術系の専門学校では、高校で履修する数学の一部が土台とな

る。 

また、美容の専門学校の場合は化学が必須となっているなど、高校の授業の

一部と専門学校の専門的な学習には接点があるが、高校での勉強がおろそかで

あると、それが要因となって学業不振になってしまうこともある。 

このような現状に対して、専門学校がその職業・職種に必要な科目の補習を

支援するという方策がある。科目全体を学び直すのではなく、必要な部分を中

心に扱い「職業・職種のための基礎学力」を養う。これにより、専門学校での

学習を支える基盤を形成し、学業不振の要因の１つを取り払う。 

 

●「職業・職種の理解不足」「学業不振」への対応策は専門学校教育の質向上

にも有効 

上記の方策は、職業・職種の理解不足と学業不振による中途退学を回避する

ことが直接の目的である。しかしそれだけでなく、こうした高等学校と専門学

校、そして企業が連携した職業教育の実践は、生徒の職業意識や専門基礎学力

の向上という効果をもたらすことから、結果として専門学校教育の質の向上と

いう効果にもつながっていく。当然、受け入れる専門学校は、生徒の高校段階

での学習成果を土台に、それをさらに発展させる職業教育を展開できることに

なる。 

 

●高・専の有機的連携による課題の解決 -沖縄県のこれまでの高・専連携の実

績を基盤として- 

今後、専門学校が地域社会の発展に貢献できる人材を育成していくために

は、高等学校と密に連携した３年＋２年の一貫型職業教育を実践していく必要
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がある。専門学校進学率が高い沖縄県では、多くの専門学校が「高校向けの出

前授業メニュー」を取り揃えるなど、これまでに高校と連携してきた様々な実

績があり、良好な信頼関係が構築されている。これを基盤とすることで高・専

の有機的な連携に基づく実効性の高い一貫型職業教育プログラムの実現が強く

見込まれる。 

 

●多分野での高・専連携の意義 -総合的で柔軟な対応ができる可能性を増大

する- 

本会の本事業で連携している４分野の専門学校は、それぞれ連携する高等学

校と分野特化した教育プログラムを開発・実証する。また、高校１年次のキャ

リア教育や専門学校でのプロフェッショナル教育などでの共通性の高い部分に

ついては４校がそれぞれの特性を生かし協力して事業を推進する。多分野での

高等学校と専門学校の連携は、高校生が柔軟に進路を選択できる余地を拡大す

ることになる。また、さらに多くの他分野の参画も容易にできる受け皿として

のモデル構築もしやすい。 
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第４節 事業内容概説 

本事業では、専門高校と専門学校の連携による５年間の一貫型職業教育プロ

グラムを開発・実施する。その取組は、沖縄専門人材開発研究会の構成機関で

ある専門学校４校が県内の高等学校、企業、行政機関との連携の下で推進して

いく。 

専門学校４校の専門分野は「ビジネス」「情報技術」「自動車整備」「グロ

ーバル」で、各専門分野と関連する専門高校や普通高校等と連携していく。 

専門分野別に連携することにより、各専門分野の特性や学習内容、目標とす

る人材像などに応じたカリキュラム等の在り方を検証し、高等学校での「専門

基礎」から専門学校での「応用・実践」までを系統的に学修する一貫型職業教

育プログラムの実現とそれを実施するための一貫型職業教育支援プラットフォ

ームを整備していく。 

 

●一貫型職業教育プログラム 

高校専門学科段階では、専門基礎として以下の図表に示す学習テーマと手法

に沿った教育プログラム（カリキュラムや教材等）を各学年で段階的に提供す

る。 

この教育プログラムは、専門学校での学びを支える基盤を形成していく。

「総合的な学習の時間」や職業に関する教育を行っている授業科目、授業時間

外などを候補とし、各校のカリキュラムと運営状況や要求などに応じて実施科

目を決定する。 

専門学校段階では、専門知識・技術を学ぶ正規カリキュラムに加えて、専門

職業人としての人間力や職業意識等を培う教育を実施する。 
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●一貫型職業教育支援プラットフォーム 

一貫型職業教育プログラムを機能的で柔軟性をもって実施するためには、生

徒・学生、教員・実務者の協働を支援する一貫型職業教育支援プラットフォー

ムが必要となる。ｅラーニング、ポートフォリオ、ＳＮＳなどで構成したシス

テム環境を整備し教育プログラムのコンテンツを搭載する。 

 

●一貫型職業教育支援プラットフォームの構築と運用 

一貫型職業教育プログラムの実施を支援するプラットフォームをクラウド環

境上に構築する。その目的のひとつは、５年間の一貫した学びを継続し着実な

学習成果に到達できるように、教員による個別対応・指導を充実化させること
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である。さらに、本事業の学習コンテンツを生徒や学生が柔軟に利用できるよ

うにすることである。 

 

 

●機能・活用方法 

①ｅラーニング機能と学習コンテンツ 

対面授業のテキストに加えて、分野共通・専門分野別に学習コンテンツ（e

ラーニング教材）を提供する。資格対策や企業人等による講演映像（ライブ

型・オンデマンド型）などのコンテンツを用意する。また、VR による疑似体

験など最新テクノロジーを活用したコンテンツも整備する。これらのコンテン

ツは予習・復習の自己学習だけでなく、一部は対面授業でも活用する。 

 

②ポートフォリオ機能  

生徒・学生の学習成果物や学習コンテンツの学習進捗データ等を蓄積・管理

し、教員が個別指導を行う際にその判断材料を提供する。高校の教員と専門学

校の教員がポートフォリオ機能を介することで、生徒・学生に対する一貫した

個別指導をサポートする。また、生徒・学生同士が相互評価などを行うことに

よって、学習成果を高めることにも利用される。 

 

③コラボレーション支援 SNS 機能 

高校の教員、専門学校の教員、企業等の実務者らが職業教育の内容や指導目

標などについて、意見交換や情報共有を行う。ここでのコラボレーションを通

じて、教員の職業教育力の向上を図っていく。 
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第５節 今年度における取り組み 

第 1 項 実施委員会・各分科会・個別協議の開催 

 本事業は、事業計画の立案や実施内容等の重要事項の決定、事業活動全般の

マネジメント、成果の取りまとめ等の役割を担う「実施委員会」と、それぞれ

の分野における高校・専門学校・企業等が連携する一貫型職業教育プログラム

の開発、実証を担う「分科会」から構成されている。 

 

分科会は、「ビジネス(IT)分科会」「自動車整備分科会」「グローバル分科

会」「情報技術分科会」の４つである。連携授業の前後等において、プログラ

ムの確認やアンケートの結果等の情報共有を行いながら年間を通したプログラ

ムの実施のため、実施委員会も含めれば、都合 20 回を超える会合を開催して

きた。 

 

これに加え、専門学校と高等学校、専門学校と企業などの会合が開催され、

より具体的な実証講座の準備のための検討や確認などの個別協議は 20 回程度

開催している。すなわち、専門学校・高等学校・企業などによる会合は 40 回

以上に上ったことになる。コミュニケーションを密に行うことよって、相互信

頼の醸成ができたものと考えている。 

 

第 2 項 開発 

今年度の開発対象は、大きく分けて４系統である。 

まず、カリキュラムについては、今年度から実証講座の対象学年である高校

1 年生用、および次年度からの高校 2 年生用の２種をそれぞれ 4 つの分野にお

いて開発した。 

 

教材としては、昨年度開発した教材「IT 分野の仕事」「自動車整備の仕事」

「グローバル人材」の 3 分野の高校 1 年生用の教材を素材にして PowerPoint

化と動画化を行った。また、昨年度は教員研修教材として開発した「職業キャ

リア教育」教材を高校 1 年生用にリメイクし、ビジネス（商業）分野の高校 1

年生用教材「ビジネスの基本」を開発し、動画化も行った。 
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さらに、一貫型職業教育プラットフォームの整備として、昨年度プロトタイ

プとして構築したシステムについて、実証の授業の様子や県内の高等学校共通

に活用されている Teams の活用状況等を参考にしながら、次年度以降の授業

で活用しやすい使い勝手を目指してカスタマイズを進めた。 

そして、教員研修用の教材の開発であるが、昨年度開発した教材の動画化に

加えて、新学習指導要領をテーマとする研修教材の開発も行った。これについ

ては、高等学校の教員向けとしてだけでなく、専門学校教員および企業人にと

っても新学習指導要領についての理解を深めるとしてことができ、知識や意識

を共有し相互理解を進めることを目的とする。 

 

第 3 項 実証 

今年度の実証授業は、「ビジネス(IT)分野」「自動車整備分野」「グローバ

ル分野」の 3 分野で実施してきた。それぞれ１クラスあたり 20～30 コマ程

度、年間を通して３分野の高校の 1 年生を対象に実施した。 

 

「ビジネス(IT)分野」では、県立八重山商工高校が高校 1 年生の科目である

「ビジネス基礎」において、専門学校那覇日経ビジネスと連携した。「第 2 章 

ビジネスとコミュニケーション」においは、実務者かつ専門学校教員である講

師がビジネスマナーに関する実践も踏まえた授業を行った。「第 4 章 さまざ

まなビジネス」では、教科書を使って各業界のビジネスについて学習した後

に、実際に各業界で働いている実務者を講師として招き、さらに理解度を深め

られる授業を実施した。 

 

「自動車整備分野」では、県立美来工科高等学校にて「自動車工学」「実

習」の時間にて、専修学校パシフィックテクノカレッジおよび沖縄トヨタ株式

会社が協同して連携授業を実施した。「自動車工学」では、自動車に関連した

仕事や自動車整備の役割などのキャリア教育を行い、「実習」では、沖縄トヨ

タ株式会社の支援の下、珍しい実車や高価なシミュレーターを用意し、通常の

授業で学習していることが、実際にどれだけ重要であるかということや、自動

車にはどれだけ魅力があるかなどを感じてもらうための授業を実施した。 
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「グローバル分野」では、県立石川高校にて高校 1 年生全員（4 クラス）を

対象に、「情報Ⅰ」の時間にて連携授業を行った。「情報Ⅰ」に即するテーマ

を基本として、コミュニケーションや表現方法、情報技術の活用した動画制

作、さらには IT 分野をはじめとして、様々な分野の企業人を招いて職業人講

話を行った。職業人講話の際には、事前に「事前調べ学習」の時間を 1 コマ設

け、講話の際に主体的に臨めるような工夫をした。 

 

これらに関する具体的な活動実績については、第 4 章にて紹介する。  
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第 2 章 実施委員会・各分科会の開催 

第 1 節 実施委員会 

今年度、実施委員会は計３回開催した。実施委員会には、本事業におけるコ

ーディネータをはじめとして、高等学校の管理職、専門学校や企業の経営層、

行政等などが参画し、事業全体のマネジメントや各分科会の実施状況の確認等

を行ってきた。 

【実施委員会実施スケジュール】 

回数 日時 内容 

第 1 回 2022 年 8 月 1 日 

1 委員長挨拶 

2 委員紹介 

3 今年度事業計画 

4 各分科会連携授業報告 

5 意見交換 

第 2 回 2022 年 12 月 6 日 

1 委員長挨拶 

2 今年各分科会連携授業報告 

3 今年度事業スケジュール説明 

4 意見交換 

第 3 回 2023 年 2 月 15 日 

1 委員長挨拶 

2 今年度の各分野連携授業実施報告 

3 来年度の連携授業計画 

4 今年度開発状況報告 

5 意見交換 

 

 

第 2 節 各分科会の開催 

今年度は、昨年度から継続的に開催している「ビジネス(IT)分野」「自動車

整備分野」「グローバル分野」の分科会に加え、次年度から実施予定となって

いた「情報技術分野」の分科会も開催するに至った。以下、各分科会の活動実

績について紹介していく。 
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第 1 項 ビジネス（IT）分野 

ビジネス（IT）分科会では、八重山商工高校と専門学校那覇日経ビジネス

が、高校 1 年生および高校２年生の連携授業計画や連携授業前の事前確認など

で協議を継続して行ってきた。ビジネス（IT）分科会におけるスケジュールと

協議の概要は以下の通りである。 

 

【ビジネス（IT）分科会実施スケジュール】 

回数 日時 内容 

第 1 回 2022 年 6 月 15 日 
・事前アンケート結果 

・7 月 11 日連携授業について 

第 2 回 2022 年 11 月 2 日 

・11 月の連携授業 

・12 月の連携授業 

・来年度の連携授業 

第 3 回 2022 年 12 月 21 日 

・今年度連携授業 

・次年度 2 年生連携授業 

・次年度新 1 年生連携授業 

第 4 回 2023 年 1 月 25 日 

・2 月のフィールドワークについて 

・次年度 2 年生連携授業 

・次年度新 1 年生連携授業 

 

今年度から連携授業の開始や分科会の開催にあたり、「ビジネス基礎」の担

当教員が今年度の 6 月からの着任という事情があった。そのため、昨年度の事

業内で協議し具体化してきたカリキュラム案や専門学校側からの提案などにつ

いて新任の担当教員に理解をしていただくことから始める必要があった。その

ような事情から、最初の分科会も 6 月の中旬から協議をスタートしたが新任教

員も本事業の取組の意義を前向きに捉えていたため連携を円滑に推進すること

ができるに至った。 

ビジネス（IT）分科会では、昨年度の協議にて「ビジネス基礎」の教科書

（実教出版）に沿って連携授業を実施していくことが前提となっていた。その

ため今年度の分科会における主な協議内容としては、高校側からの章や単元に
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おける具体的な支援を必要とする個所を提示し、これに対応して専門学校側が

授業の深堀できる内容や方法を提案するという進め方をしてきた。また、本年

度の後半ごろからは、来年度の連携授業の対象となる 1 年生および 2 年生の連

携授業についての具体的な協議を行ってきている。 

 

第２項 自動車整備分野 

自動車整備分科会では、美来工科高校と専修学校パシフィックテクノカレッ

ジおよび沖縄トヨタ自動車株式会社が連携し、連携授業の事前確認等を目的と

して開催した。自動車整備分科会におけるスケジュールと協議概要は以下の通

りである。 

【自動車整備分科会実施スケジュール】 

回数 日時 内容 

第 1 回 2022 年 6 月 3 日 
・第 1 回連携授業（座学）事前確認 

・第 1 回連携授業（実習）事前確認 

第 2 回 2022 年 9 月 7 日 ・第 2 回連携授業（実習）事前確認 

第 3 回 2022 年 11 月 9 日 
・第 3 回連携授業（実習）事前確認 

・視察に関する確認 

第 4 回 2022 年 1２月 1 日 
・第 4 回連携授業（実習）事前確認 

・来年度の連携授業 

第 5 回 2023 年 1 月 27 日 
・第 5 回連携授業（実習）事前確認 

・来年度の連携授業 

 

連携授業の実施時期については、昨年度の分科会から大枠は定まってはいた

が、高等学校側の授業スケジュール確定が 5 月頃になったという事情もあり、

分科会自体のスタートも 6 月からとなった。特に「実習」の連携授業について

は、実車等の企業側の支援が必要であることから、高等学校側の年間スケジュ

ールが確定したうえでの調整が必要であった。 

分科会における主な協議内容としては、連携授業における事前の確認や準備

などであった。「実習」では実習場で授業を実施することから当日の搬入や必

要機材、授業スケジュールについて確認し、専門学校および企業が実施案とし
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て配布資料や進行スケジュールを提示し、高校側が実施内容の確認や、それに

対する調整すべき事項等を指摘し、調整のための情報や意識の共有を図りなが

ら実施の計画を練ってきた。 

また、本年度の後半において来年度以降の連携授業の実施に向けての意見交

換も開始した。連携授業のスケジュールや規模感などについては、高校側の授

業スケジュールが決定次第、来年度の当初から協議を再開することとなってい

る。 

 

第 3 項 グローバル分野 

グローバル分科会では、石川高校と主に日経ビジネス、琉美インターナショ

ナルビューティーカレッジ、IT カレッジ沖縄が連携し、協議を行った。 

グローバル分科会におけるスケジュールと協議概要は以下の通りである。 

【グローバル分科会実施スケジュール】 

回数 日時 内容 

第 1 回 2022 年 4 月 8 日 ・連携授業計画確認 

第 2 回 2022 年 5 月 24 日 
・事前アンケート結果確認 

・令和 4 年度授業計画確認 

第 3 回 2022 年 8 月 4 日 ・9 月以降の連携授業計画 

第 4 回 2022 年 8 月 25 日 
・職業人講話日程確認 

・動画制作実施内容調整 

第 5 回 2022 年 10 月 18 日 ・令和 5、6 年度の連携授業計画検討 

第 6 回 2023 年 1 月 19 日 ・令和 5 年度連携授業計画検討 

 

 まず、グローバル分科会においては、4 月下旬から連携授業の計画があった

ことや 4 クラス全体への実施を要望されていたという切迫した事情もあり、分

科会の開催自体も 4 月上旬にスタートすることとなった。 
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協議の開始にあたり、高等学校が策定した年間の時間割や行事予定をもと

に、昨年度の分科会を通して精査してきたカリキュラムを専門学校側の主査で

ある日経ビジネスの担当者が整理し、連携授業計画案として作成した。その計

画案をもとに、コーディネータや実施委員会に参加している高等学校側の管理

職、専門学校の経営層も交えて協議を行ったうえで連携授業に臨んだ。 

連携授業の開始後は、分科会は約 2 か月に 1 回程度で開催し、連携授業の様

子やアンケート結果の確認、来年度の連携授業に向けた協議を行い、それに並

行しながら随時、個別協議を積み重ねてきた。 

 

 

第 4 項 情報技術分科会 

 情報技術分科会については、今年度からキックオフし、来年度に連携授業を

スタートすることで調整をしてきた。参画する高等学校は中部商業高校であ

り、連携する専門学校は日経ビジネス、IT カレッジ沖縄となる予定である。情

報技術分科会の開催スケジュールと協議概要は以下の通りである。 

 

回数 日時 内容 

第 1 回 2023 年 1 月 16 日 
・事前アンケート内容確認 

・令和 5 年度シラバス具体化 

第 2 回 2023 年 1 月 23 日 ・令和５年度授業計画策定 

 

 情報技術分科会については、分科会自体の開催は 2023 年の 1 月の 2 回であ

るが、22 年の 11 月から高等学校、コーディネータおよび事務局で連携授業の

可能性について個別の協議を実施してきた。 

その中で、本事業についての共通認識を高めたうえで、高等学校側が希望す

る内容や専門学校・企業が可能なことの調整を行った。そのうえで、来年度か

らの連携授業の実施について合意ができたことから、連携授業の具体的な調整

として 23 年の 1 月に分科会という形式で 2 回実施した。 
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分科会では、高等学校側が、計画している年間指導計画をもとに専門学校お

よび企業への要望を説明したうえで、コーディネータおよび専門学校が内容の

確認や方向性の調整を行った。 
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第 3 章 開発 

第 1 節 カリキュラム設計 

今年度のカリキュラム設計は、高校 1 年生用および来年度実施予定となる 2

年生について 

・「ビジネス(IT)分野」 

・「自動車整備士分野」 

・「グローバル分野（普通科）」 

・「情報技術分野」 

の４分野で行った。 

 

第 1 項 高校 1 年生用カリキュラム 

 

高校 1 年生用のカリキュラムについては、昨年度のカリキュラム設計の際に

行った「高等学校実態調査」結果および今年度に連携授業対象となった科目に

関する専門学校や企業等が連携した取り組みの事例等を参考に、主には分科会

で高等学校、専門学校および企業が協議を行い策定してきた。ここでは、今年

度に行った取組事例収集の結果紹介と、今年度策定し実施してきたカリキュラ

ムを説明する。情報技術分野に関しては、来年度の連携授業対象が 2 年生であ

るため、ここでは事例集の紹介とする。 

 

1－1 ビジネス分野 

 まず、ビジネス分野に関するカリキュラムについてである。はじめに、連携

授業を今後推進していくための資料として、今年度の連携授業対象となった科

目「ビジネス基礎」における取組事例の収集を行った。収集した事例としては

以下の 5 事例である。それぞれの事例の詳細は付録にて紹介している。 

 

【事例１】企業と連携し仮想市場で販売を実施  

【事例２】ビジネスマナー・就業意識の育成 

【事例３】１年生「ビジネス基礎」野村證券(株)「出前授業」 

【事例４】金融教育公開授業 in 山形（左沢高等学校） 
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【事例５】株式会社オンワード樫山によるビジネス基礎と連携した授業 

 

 これ等の取組事例には、金銭教育に関するものやビジネスマナーについても

行われていることがわかる。また、科目の「ビジネス基礎」における内容に沿

っているため、企業が関わっている事例が多くみられる。このことから、「ビ

ジネス基礎」の単元等の特性によって、専門学校や企業が支援する内容や協働

する仕組みを比較的検討しやすい科目であることがわかる。 

 次に、本事業におけるビジネス分科会を通して設計してきた高校 1 年生用の

カリキュラムについて紹介していく。本年度の実証講座で連携授業を実施して

いくために昨年度から協議を開始し、設計を行ってきた。「ビジネス基礎」

（実教出版）の単元に沿って、専門学校や企業が支援可能な単元や章などにお

いて実際に運用しつつ、カリキュラムの具体化も行ってきた。ビジネス分野に

おける連携授業のカリキュラムは下表の通りである。 

 

【ビジネス分野の高校 1 年生カリキュラム】 

 
「ビジネス基礎」 

目次 
実施テーマ 内容 コマ 

① 
1 章 商業の学習

とビジネス 
オリエンテーション 授業紹介／アイスブレイク 2 

② 
2 章 ビジネスと 

コミュニケーション 
ビジネスマナー 講義・ワーク・実践 1 

③ 
4 章 さまざまなビ

ジネス 
職業人講話 

事前調べ学習／講話／振り

返り 

※金融、観光、IT 系、小

売 

10 

④ 
5 章 企業活動の

基礎 
マーケティング 講義・ワーク 1 

⑤ 
8 章 身近な地域

のビジネス 
フィールドワーク 

事前確認／フィールドワー

ク／振り返り 
6 

総コマ数 20 
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1－2 自動車整備分野 

自動車整備分野では、連携授業対象科目の１つである「自動車工学」の時間

で実施されている全国の取組事例の収集を行った。以下が今回収集した事例で

ある。取組の詳細については、付録にて記載している。 

 

【事例１】教材はスーパーカー 藤岡工業高校で特別授業 

【事例２】自動車工学の授業で企業見学 

【事例３】下伊那農業高校でＶＲ体験 仮想現実で農業機械の安全利用に 

ついて学ぶ 

【事例４】日本工学院八王子専門学校にて自動車工学の授業 

【事例５】令和３年新潟県立 新潟県央工業高等学校 自動車工学特別授業 

 

 企業側が実機を学校に搬入し高校生が実際に触れるような体験学習や、工場

への見学、さらには先端的な技術の VR 技術を活用した学習が実施されている

ことがわかる。事例自体は、単発的な取組ではあるものの、今後の連携授業を

策定していく際の参考事例として活用可能な取組といえる。 

 さて、今年度の連携授業における高校 1 年生用のカリキュラムについては、

昨年度の自動車整備分科会にて専門学校および企業側がプログラム案を提案

し、高等学校における今年度の授業スケジュールが確定後に具体的な日程調整

および内容調整を行ってきた。今年度設計・実施したカリキュラムは以下のと

おりである。自動車整備分野においては、「自動車工学」と「実習」の 2 科目

で連携授業実施のためカリキュラムも２系統に分かれている。 

 

【「自動車工学」における連携授業カリキュラム】 

  実施テーマ 内容 コマ 

① 自
動
車
整
備
士
と
は 

（
職
業
理
解
） 

自動車整備士の役割 講義／質疑応答 1 

② 自動車整備士の職場 講義／質疑応答 1 

③ 
自動車整備をめぐる社

会の動き 
講義／質疑応答 1 
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④ 自動車整備業界の動向 講義／質疑応答 1 

総コマ数 ４ 

 

【「実習」における連携授業カリキュラム】 

  実施テーマ 内容 コマ 

① 

車
の
魅
力 

自動車とは 講義／実機で確認 ３ 

② 車の違い 講義／実機で確認 ３ 

③ 運転の楽しさ 講義／シミュレーターで体験 ５ 

④ 車、電気の基本 講義／実機で確認 ５ 

⑤ これからの車 講義／体験 ５ 

総コマ数 21 

 

1－3 グローバル分野（普通科） 

グローバル分野においては、普通科の科目「情報Ⅰ」で連携授業を実施する

ことから、「情報Ⅰ」で実施されている取組事例の収集を行った。以下が収集

した事例である。 

 

【事例１】栄光学園高等学校にて企業の外部講師によるデータ活用授業を実施 

【事例２】高校生を対象とした「AI チャレンジ」を提供開始 

【事例３】高等学校「情報」向け教材を佼成学園と共同開発 

【事例４】奈良県とライフイズテック、「情報 I」への対応に向けて、連携 

協定を締結 

【事例５】『第１回関西データサイエンス体験会 for High School』を開催 

 

 科目が「情報Ⅰ」ということからデータ活用や AI 等、企業と高校が連携した

取り組みがいくつかある。また、企業が学校と教材自体の開発を行う事例も見
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られた。現在の高校 1 年生のから「情報」が大学共通テストの科目に追加にな

るという状況も踏まえると、今後全国各地で様々な取り組みが実施されること

が予想される。 

 そのような背景において、本事業における取り組みとしては、高等学校と専

門学校および企業の連携が主なテーマであることから、「情報Ⅰ」の単元に即

した内容であり、キャリア教育も含んだ取り組みとする必要があった。高等学

校側の「情報Ⅰ」の年間指導計画や単元との整合性を図りながら、カリキュラ

ムの設計をおこなった。以下が実証や分科会を通して設計したカリキュラムで

ある。 

【「情報Ⅰ」における連携授業カリキュラム】 

 

 

 実施テーマ 内容 コマ 

① オリエンテーション 授業紹介／アイスブレイク 2 

② コミュニケーション 講義・実践 2 

③ 表現方法 講義・実践 2 

④ マナー 講義・実践 1 

⑤ プレゼンテーションの仕方 講義・グループワーク 2 

⑥ 職業人講話 

事前調べ学習／講話／振り返り 

※ IT 系、金融系、観光系、ドロー

ン等 

13 

⑦ デジタル動画編集・制作 コンセプト決め／撮影／編集／発表 8 

総コマ数 30 



30 

 

1－4 情報技術分野 

 情報技術分野においては、来年度以降での連携授業の実施に向けて具体的な

協議のまえに、商業高校の科目内で実施されている取り組みの事例収集を行う

こととした。以下が収集した事例である。 

 

【事例 1】「電子商取引」企業訪問の元、店舗運営について学ぶ 

【事例２】「課題研究」「課題研究」地元 ICT 企業の社員を講師として 

授業を展開 

【事例３】「課題研究」地元企業と連携し、地元の農産物を使用した商品開発 

【事例４】「総合実践」民間企業協力の下、現場実習 

（ICT 機器の実践的な活用） 

 

このような事例を参考とし、次年度以降に高校 1 年生用の連携授業カリキュ

ラムの設計を連携機関の高等学校および専門学校を中心に具体化していくこと

になる。 

 

第 2 項 高校２年生用カリキュラム 

 高校２年生用のカリキュラム設計については、主に今年度の後期から分科会

を通して、協議を開始した。高等学校のスケジュール等の関係から、分科会に

よって策定の進度は異なる。ここにおいても、次年度の連携授業の対象となる

科目における専門学校や企業が連携した取り組みの事例収集を行った。 

 

2－1 ビジネス分野 

ビジネス分野においては、分科会において、次年度に 2 年生を対象の実施予

定となる連携授業科目は「ソフトウェア活用」となった。そこで、「ソフトウ

ェア活用」に関する取り組み事例の収集を行い、来年度以降の連携授業に参考

とする資料を作成した。収集した取り組み事例は以下のとおりである。 

 

【事例１】勘定奉行の OBC、『奉行 学校教育支援プロジェクト』をスタート 

【事例２】アプリ開発を通して課題を見つけて考える高等学校の探究学習 
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【事例３】日立システムズが特別講義 ～川越女子高生、データ分析を学ぶ 

【事例４】情報技術を活用した地域課題の解決 

【事例５】専門学校で講座を受講 

 

 企業がプロジェクト学習を行う事例や、データ分析について特別講義を行う

ものもあった。また、RESAS や V-RESAS の情報から課題を設定して課題解決

向けた取り組みを行う高校の事例も見られた。さらに、専門学校に訪問し講座

を受講するという取り組みもあった。 

 そうした事例も見られる中で、本事業における高校 2 年生用の「ソフトウェ

ア活用」における連携授業カリキュラムとしては、「ソフトウェア活用」の

「第 3 章 表計算ソフトウェアの活用」での連携を計画している。予定時間数

25 時間程度の枠において、10～15 時間程度の連携で調整を行っている。主な

項目としては、情報収集の仕方や集計方法、分析方法などにおいて、高校側の

教員と共に授業を実施していくことが想定される。具体的な実施内容について

は、次年度の分科会等を通して決定していく。 

 

2－２ 自動車整備分野 

 自動車整備分野では、高等学校との協議において次年度以降の連携授業とし

て「自動車整備」という科目での連携授業の実施の可能性が挙げられた。それ

に伴い、「自動車整備」という科目において、どのような取り組みが行われて

いるのか事例の収集を行った。以下が収集した事例である。 

 

【事例１】関東工業自動車大学校との連携授業 

【事例２】専門学校つくば自動車大学校による出前授業 

【事例３】奄美高校で整備士出前講座 

【事例４】釧路工業高校で『出前授業』を実施 

【事例５】奈良県自動車整備振興会、高校で出前授業 

 

 自動車大学校（と呼称する専門学校）との連携授業の実施がいくつか見られ

たことに加え、1 企業のみでの取り組みではなく、自動車振興会などの組合が

高校に赴き、講座を実施している事例が見られた。この様な取組が活発なの

は、自動車整備の業界における人材不足が背景としてある。特に地方では車の
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需要がある一方で、整備士の供給は足りていない。業界全体としての喫緊の課

題であり、こうした高等学校における取り組みに対しても熱心であることがう

かがえる。 

 本事業における 2 年生向けの連携授業については、分科会を通して議論して

きている。具体的な内容はまだ決定はしていないが、今年度 1 年生を対象に実

施してきた座学と実習での連携授業の実施が基本軸となる。高等学校側の授業

計画の決定が 4 月末～5 月上旬との事情もあり、その頃合いに分科会を開催

し、実施内容および実施時間の具体的な調整に入ることとなる。 

 

2－3 グローバル分野（普通科） 

グローバル分野においては、今年度の連携授業の様子から学校側の協力も得

られ、次年度は 2 年生の連携授業科目が「総合的な探求の時間」となった。そ

こで、「総合的な探求の時間」で実施されている事例の収集を行った。以下が

収集した事例である。 

 

【事例１】「持続可能な地域とまちづくり」をテーマに，地域課題解決型の 

課題研究 

【事例２】総合的な探究の時間 ～ＳＤＧｓ探究活動～ 

【事例３】総合的な探究の時間で「インタビュー実践」 

【事例４】「人がよりよく生きるとはどういうことか」 啓成普通科  

Future Vision 

【事例５】農業の高度化・６次産業化への貢献～北のフルーツ王国ワイン特区 

     と連携した町づくり～ 

 

 各学校において、テーマが設定され様々な取組が行われていることがわか

る。特に、近年企業や自治体が取り組む「SDGs」や「持続可能」「まちづく

り」というようなテーマが多くみられた。比較的自由度の高い科目であること

から、ある程度のコマ数を確保して課題研究や実践などを実施していることが

うかがえる。 

 このように、「総合的な探究の時間」においては、テーマが設定され取り組

まれるケースが多々ある。本事業における高等学校と専門学校、企業との連携

によって実施するテーマとしては、1 年次に「情報Ⅰ」にて実施してきた様々
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な職業への理解からの系統的なつながりを意識し、「職業理解の深化」をテー

マとして実施していくこととなった。 

具体的には、関心分野別にクラスを編成し、その分野の企業への訪問および

グループワークを行い、プレゼンテーションを実施するという流れになる。分

科会を通して設計したカリキュラムは以下の通りである。 

 

【「総合的な探究の時間」における連携授業カリキュラム】 

  テーマ 内容 コマ 

① 【関心分野選定】 
職業人講話＋αの関心分野について

希望調査 
 

② 【職業理解深化】 
(1)チーム＆テーマ決め １ 

(2)調べ学習 １ 

③ 【企業訪問】 

(1)マナー（校内） １ 

(2)企業訪問  

※各 15～20 名程度 
４ 

 

④ 
【振り返り＆学習 

 成果資料作成】 
グループワーク ４  

⑤ 【成果発表】 

(1)学内発表会 ２  

(2)企業向け発表会 ２  

総コマ数 15  

  

2－4 情報技術分野 

情報技術分野においては、次年度から連携授業を商業高校 2 年生を対象に

「総合実践」において実施することとで調整を行ってきた。そのような背景か

ら、次年度からの「総合実践」での取り組みの参考資料として取組事例の収集

を行った。以下が、収集した事例である。 
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【事例１】社会に開かれた魅力ある商業教育の実現に向けて  

【事例２】地域と連携した取組（栗原版デュアルシステム） 

【事例３】地域に根ざしたグローバル人材の育成 

【事例４】社会的課題解決に向けた郵便局のビジネスモデル・商品・サービス 

等の提案 

【事例５】３年生総合実践 キャリア甲子園 2021 

 

「総合実践」の特徴としては、地域と連携した取組事例が多いことである。

地域の企業と連携し、グループワークからプレゼンテーションまでの流れを実

践している取り組みが見受けられる。また、3 年次にも実施している学校もあ

り、高校 2 年生～3 年生という 2 年間を通したプログラムを実施している例も

存在した。 

このような取り組みが実施されている中で、本事業でも企業との連携に加え

て、情報の分析やプレゼンテーションに関して専門学校が支援する取り組みを

実施する予定となる。次項は、今年度事業終了時点での分科会を通して調整し

てきたカリキュラム案である。 

 

【「総合実践」における連携授業カリキュラム】 

 
「総合実践」 

目次 
実施テーマ 内容 コマ 

① 
(1)企業活動とソフト

ウェア 
職業人講話 講話・質疑応答 ３ 

② (2)プレゼンテーション プレゼンテーションの技法 講義 1 

③ (3)情報集計と分析 

・情報収集の方法 

・情報分析方法 

・情報整理の方法 等  

講義・実践 
 

3 

～ 

４ 

④ 
(4)インターネットの

活用 

職業人講話 

(電子商取引 等) 
講義・質疑応答 ３ 

総コマ数 10 
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第 2 節 教材開発 

第 1 項 高校 1 年生用教材追加開発 

本節では、昨年度開発した高校１年生用のプロトタイプ教材の追加開発につ

いて説明していく。今年度では、昨年度高校 1 年生用に開発した「IT 人材の仕

事」「自動車整備士の仕事」「グローバル人材」の 3 つの教材の追加開発とし

て、これらについて e ラーニング教材として活用できるように、冊子形式から

PowerPoint 形式にリメイクし、動画化を行った。また、昨年度教員研修教材

として開発した「職業キャリア教育教材」の表現を高校 1 年生用にカスタマイ

ズし「ビジネスの基本」を作成した。そのうえで、他の３つの教材と同様に

PowerPoint 化し動画化したので、合計４種の教材が揃ったことになる。以下

に、開発した教材の概要を分野別に紹介する。本編については、附録掲載し

た。 

 

1－1 ビジネス分野 

ビジネス分野については、昨年度開発した教員研修教材「職業キャリア教育

教材」をもとに高校 1 年生用にカスタマイズし、教材化を行った。まず、文章

の校正である。主に、言葉の表現修正や文章の簡略化、聞きやすいように口語

表現のような言葉遣いへの書き換えを行った。 

 

【文章を書き換えた文例】 

〈書き換え前〉 〈書き換え後〉 

人が働く目的は、職業の３要素で

ある、社会性、経済性、個人性の３

つの観点から考えられます。社会的

な役割や責任を果たすために働く

〈社会性〉。生活等の糧になるお金

を稼ぐために働く〈経済性〉。自分

の可能性を引き出して自己実現する

ために働く〈個人性〉。この３要素

働く目的は、社会的な役割や責任

を果たすために働くこと、お金を稼

ぐために働くこと、自己実現するた

めに働くことがあります。これらの

目的のどれを大切にするかは、人に

よって違います。歳をとったり、仕

事を続けていくと、自分が大切にす

ることが変わってきます。そして、
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のどれを大切にするかは人によって

異なります。また、歳を重ねていく

うちに、仕事を続けていくうちに、

自分が大切にする３要素のバランス

が変わる場合があります。そして、

そのバランスによって職業観も変わ

ってきます。 

 

 

そのバランスによって職業観も変わ

ってくることがあります。 

 

 

 

次に、PowerPoint 形式でのスライドを作成し、動画化を行った。昨年度開

発した教員研修教材用実施準備教材の PowerPoint スライドを活用し、高校 1

年生用教材としてカスタマイズした。 

 

【「ビジネスの基本」教材 PowerPoint 版】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年度開発した教員用研修教材 高校 1 年生用「ビジネスの基本」

年度開発した教員用研修教材 
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1－2 自動車整備分野 

自動車整備分野については、昨年度高校 1 年生用として「自動車整備士の仕

事」を冊子形式で開発した。今年度では、その教材をもとに PowerPoint 化お

よび動画化を行った。以下が教材の構成である。 

 

【昨年度開発教材】       【今年度開発 PowerPoint 教材】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今年度開発動画教材】 
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1－3 グローバル分野 

グローバル分野については、前述の自動車整備分野と同様に、昨年度開発した

高校 1 年生用の教材（「グローバル人材」）をもとに PowerPoint 化および動

画化を行った。 

 

【昨年度開発教材】       【今年度開発 PowerPoint 教材】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今年度開発動画教材】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



39 

 

1－4 情報技術分野 

情報技術分野についても、前述の自動車整備分野、グローバル分野と同様

に、昨年度開発した高校 1 年生用の教材（「IT 人材の仕事」）をもとに

PowerPoint 化および動画化を行った。 

 

【昨年度開発教材】       【今年度開発 PowerPoint 教材】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今年度開発動画教材】 
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第 2 項 実証講座用教材開発 

 次に、前項で紹介したキャリア教育教材を実際に教育現場で活用する際に、

ガイドとして活用されることを想定して開発した実証講座用教材について説明

していく。今年度開発したガイドとしての活用が想定される実証講座用教材の

構成は、通常の高等学校で取り扱われている教科書に付随する「教科書ガイ

ド」などを参考としている。実際に授業で e ラーニングとして動画を視聴した

後、教員が生徒に対して補足の説明するために参考となる参考文献や、生徒へ

の質問、投げかけの例を記載している。 

以下、それぞれの分野についての教材の一部を紹介する。全編は、付録にて

提示する。 

 

2－1 ビジネス分野 

 

【「ビジネスの基本」実証講座用教材の一部】 
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2－2 自動車整備分野 

【「自動車整備士の仕事」実証講座用教材の一部】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2－3 グローバル分野 

【「グローバル人材」実証講座用教材の一部】 
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2－4 情報技術分野 

【「IT 人材の仕事」実証講座用教材の一部】 
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第 3 節 一貫型職業教育プラットフォームの整備 

 本節では、本事業を通して構築していく一貫型職業教育プラットフォームに

ついて紹介していく。今年度は、昨年度にプロトタイプとして構築したプラッ

トフォームの整備として、授業でより活用しやすい環境を目指した。 

 

第 1 項 プラットフォームの概要 

 本プラットフォームには主に 3 つの機能がある。 

 

① 学習コンテンツの提供 

分野共通・専門分野別に学習コンテンツ（e ラーニング教材）を提供する。

具体的には、資格対策や企業人等による講演映像などのコンテンツである。こ

れらのコンテンツは予習・復習の自己学習だけでなく、一部は対面授業でも活

用することを想定している。 

 

② ポートフォリオ機能 

生徒・学生の学習成果物や学習コンテンツの学習進捗データ等を蓄積・管理

し、教員が個別指導を行う際にその判断材料を提供する。高校の教員と専門学

校の教員がポートフォリオ機能を介することで、生徒・学生に対する一貫した

個別指導をサポートする。また、学生同士や教員がワークシート等の成果物を

評価し合う機能も搭載する。 

 

③コラボレーション支援機能 

高校の教員、専門学校の教員、企業等の実務者らが職業教育の内容や指導目

標などについて、意見交換や情報共有を行う。ここでのコラボレーションを通
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じて、教員の職業教育力の向上を図っていく。構成イメージは以下の通りであ

る。 

 

第 2 項 今年度実施概要 

今年度では、昨年度開発したプロトタイプのプラットフォームをより実用的

に再構成し、次年度以降の連携授業において活用可能な水準にした。主な実施

項目を以下で紹介する。 

 

2－1 デザイン性と操作性 

まず、デザイン性である。プロトタイプ版では、一般財団法人日本教育基盤

財団が提供するソーシャル機能を有した LMS である「JEI-LMS」をベース

に、カスタマイズしたこともあり、デザイン性と操作性は提供元の仕様であ

り、専門学校や大学、社会人向け風であった。その仕様を今年度においては、

高校生向きに親しみやすく、より実用性等を重視したデザインにカスタマイズ

した。具体的には、現在県内の高等学校で普及されてきている Teams 等の

SNS のデザインやその操作性を参考とし、教員や生徒たちが活用しやすい構成

にした。実際に活用する際には、Teams と同時に活用することも想定される

ため、デザインの特徴やメニューの配置等を慣れているシステム環境に近づけ

ることによって、利用の際における抵抗感や困難性を可能な限り取り除けるこ

とを期待できる。 

また、操作性の調整については、学校毎に連携授業の科目が異なることか

ら、それぞれの学校個別のフォームを作り、生徒や教員たちがそれぞれのアカ

ウントでログインする際に表示されるメニューが、本人向けに必要な構成で表

示されるようにした。例えば、今年度から連携授業を開始している石川高校の

場合には、今年度連携授業対象となっている科目の「情報Ⅰ」と次年度以降で

連携授業対象となる科目「総合的な探究の時間」がメインメニューに表示され

る仕組みになっている。以下に、昨年度開発したプロトタイプ版のプラットフ

ォームと今年度整備したプラットフォームを示す。 
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昨年度試作したサイトの画面 

 

 

今年度開発したサイトの画面（例：石川高校用） 

 

2－2 個人・グループ内支援機能 

個人やグループでの提出物や成果物について、昨年度のプロトタイプ版で

は、提出後にサブメニューの下に文字で日時とファイルが表示される仕組みと

なっていたが、今年度のプラットフォームでは、これまでよりも提出済みかど

うかの判断がつきやすいように、「提出」という項目を設けて提出物の有無を

一目で判断できるようにした。また、授業日ごとの枠や担当した教員の名前の

欄を設けることによって、その後もの振り返り等を円滑に行えるように調整し

た。提出についてアップロード済みの場合には、マーク が表示され、

サブメニュー メインメニュー 
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アップロードできていない状態では、何も表示されない仕組みとなっている。

以下に、個人やグループワークにおける画面を紹介する。 

 

【今年度開発したサイトの画面（例：石川高校用）】 

 

2－3 グループ間相互連携機能 

 グループワーク等でグループでの成果物があった場合には、画面上部の

「グループワーク」を選択後に、テーマを選択し画面右部のサブメニューから

成果物の提出を行う仕組みとしている。ここでも、個人ワークと同様に実施日

やテーマごとの提出を可能としており、1 つのテーマに関する成果物を作成す

る場合においても実施日ごとにアップロードすることによって、次回時に前回

までの振り返りができるような仕組みになっている。また、「コメント」機能

についてもサブメニューとして、実施日に応じたコメントができるように調整

を行った。 

「提出」項目 
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【今年度開発したサイトの画面（例：石川高校用）】 

 

第３項 各種機能紹介 

 この項では、今年度に整備・カスタマイズした一貫型職業教育プラットフォ

ームの各種機能について紹介する。 

本プラットフォームは、メインメニューとして「インフォメーション」「授

業科目」「プロフィール」「産学連携」の４つのメニューから構成されてい

る。ただし、「産学連携」については教員や専門学校・企業関係者用であり、

生徒のアカウントでは表示されない仕様となっている。 

次に、サブメニューとして「配布資料」「成果提出」「資料確認」「削除」

「コメント」「アンケート」の計６つのメニュー項目から構成されている。 

 

3－1 メインメニュー 

メインメニューは、主に高等学校および専門学校の教員が学習プログラムの

中で生徒・学生に対して情報発信を行う際に活用する「インフォメーショ

ン」、学校毎に表記は異なるが連携授業の対象となっている「授業科目」、ア

カウントの編集やプロフィールの確認を行える「プロフィール」、そして高等

学校の教員、専門学校の教員、企業などの関係者が生徒の成果物を共有するこ

とや、情報交換ができる「産学連携」の４つから構成されている。サイト画面

の左側に常時表示される仕組みになっている。 

 

 

個人・グループ選択 
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                    【今年度開発したサイトの画面】 

【メインメニュー】 

 

 

・「インフォメーション」： 

イベントごとや授業に関するお知らせなどを投稿し、 

生徒に周知することが可能。 

 

・「授業科目」： 

 それぞれの学校毎で実施している連携授業対象科目が 

 表記。 

 例：石川高校⇒「情報Ⅰ」「総合的な探究の時間」 

   美来工科高等学校⇒「自動車工学」「実習」 

   八重山商工高校⇒「ビジネス基礎」 

 

・「産学連携」： 

高等学校の教員、専門学校の教員、企業などの関係者が 

生徒の成果物共有、情報交換する場。 

※生徒アカウントには非表示仕様。 

 

・「プロフィール」： 

アカウントの編集やプロフィールの確認 

 

 

 

3－2 サブメニュー 

サブメニューは、講師側が用意した資料などを共有する「配布資料」、授業

内での成果物や提出物をアップロードする「成果提出」、アップロードした成

果物や提出物を確認する「資料確認」、アップロードした成果物や提出物を削

除するための「削除」、他のグループの成果物や提出物についてのコメント

や、自分たちのグループにきたコメントに返信する「コメント」、授業におけ

る感想等を記入する「アンケート」の計 6 つの項目から構成されている。 
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【今年度開発したサイトの画面】 

【サブメニュー】 

 

 

・「配布資料」： 

 講師や教員が用意した配布資料の閲覧・ダウンロード。 

 

・「成果提出」： 

 授業内で作成した成果物や提出物をアップロード。 

 

・「資料確認」： 

 アップロードした成果物や提出物の確認。 

 

・「削除」： 

アップロードした成果物や提出物を削除。 

 

 

・「コメント」： 

グループ同士の成果物や提出物にコメント。 

 ※「グループワーク」でのみ表示 

 

・「アンケート」： 

 授業における感想などを記入。 

 ※「個人ワーク」でのみ表示 
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第 4 節 教員研修教材 

本節では、今年度開発した教員研修教材について説明していく。今年度は昨

年度開発した教員研修教材の追加開発と、新規開発として新学習指導要領に関

する研修教材を開発した。 

 

第 1 項 追加開発 

 まず、昨年度開発した教材「職業キャリア教育」教材をもとに、より教員研

修に適した PowerPoint 教材を追加開発した。具体的には、イラスト中心であ

ったスライドから、キーワード等の用語を中心とすることによって内容の理解

を促す仕様とした。そして、その PowerPoint 教材をもとに動画化を行った。 

 

【昨年度開発教材】      【今年度開発 PowerPoint 教材】 
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【今年度開発動画教材】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 2 項 新規開発 

 教員研修用教材において、今年度の新規開発として新学習指導要領に関する

教材の開発を行った。形式については。高校 1 年生用教材と同様に

PowerPoint 形式で構成し動画化も行った。この教材については、単に高等学

校の教員向を対象とするだけでなく、専門学校の教員や企業の方々にも現行の

新学習指導要領に関するポイントについて理解を促せる。 

今回開発した教材は、高等学校における教育の基本的な思想の共通理解につ

ながり、今後の連携授業を継続的に行っていくうえで、非常に大事である。以

下が、本教材の目次と開発した教材の一部である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目次 

Ⅰ 新学習指導要領の改訂のポイントと全体像 

Ⅱ 新学習指導要領におけるキャリア教育（総論・普通科） 

Ⅲ 工業科におけるキャリア教育 

Ⅳ 商業科におけるキャリア教育 

Ⅴ 参考文献 
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【今年度開発した教員研修教材（PowerPoint）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今年度開発した教員研修教材（動画）】 
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第５節 開発のまとめ 

今年度の開発は、大きく分けて４つである。 

まず、カリキュラム設計である。カリキュラムは、今年度の連携授業対象で

ある高校 1 年生用と、次年度の連携授業対象となる高校 2 年生用のカリキュラ

ムを設計した。カリキュラム設計には大きく 2 系統ある。まず、連携授業対象

となる科目の事例収集がある。これは、連携授業のカリキュラム設計をしてい

く際の参考資料として位置づけられる。今年度の事例収集としては、高校 1 年

生の連携授業対象科目である「ビジネス基礎」「自動車工学」「情報Ⅰ」に加

えて、次年度以降での連携が想定される情報技術分野（商業高校）での取組を

収集した。2 年生については、次年度で連携授業対象となる「ソフトウェア活

用」「自動車整備」「総合的な探究の時間」「総合実践」の事例を収集した。

そのような事例調査をしながら、各分科会においてそれぞれの分野におけるカ

リキュラムの設計を行ってきた。1 年生用については、連携授業は生徒の学習

状況を踏まえて順次策定をしてきた。2 年生用は、各分科会で今年度後半から

協議を開始し、具体的な調整は年度明けてから調整していくこととなる。 

 

また、今年度の教材開発は大きく 2 つ分けられる。昨年度プロトタイプ版と

して開発した高校 1 年生用のキャリア教育教材の追加開発と、そのキャリア教

育を実証講座等で活用する際のガイドとなる実証講座用教材の開発を行った。

前者については、昨年度開発した高校 1 年生用教材「IT 人材の仕事」「自動車

整備士の仕事」「グローバル人材」に加えて、教育研修用教材として開発した

「職業キャリア教育」教材をもとに高校 1 年生用にカスタマイズし、「ビジネ

スの基本」を開発した。そのうえで教材 PowerPoint 化し、次年度以降に e ラ

ーニングとして活用することを想定し、動画化をおこなった。後者について

は、前述の PowerPoint をもとにそれぞれのスライドにおけるキーワード等か

ら参考となる文献や、教材を活用する際の生徒への投げかけ例等を記述し、授

業を実施する際に活用可能な内容となっている。 

 

そして、一貫型職業教育プラットフォームの整備である。これについては、

昨年度にプロトタイプ版として開発したが、今年度では、連携授業を実施して

いる学校ごとにサイトを構築し、デザインの仕様を県内の学校現場で活用され

ている Teams 等の SNS を参考とした。これにより、次年度以降で教員や生徒



54 

 

が活用する際にも比較的抵抗感や困難性が生じにくくなったと想定される。次

年度以降において、現場教員と調整しながら順次活用しながら完成度を上げて

いく。 

最後に、教員研修教材の開発である。今年度の教員研修教材としては、大き

く 2 つある。1 つ目に、昨年度開発した研修教材をより研修用に適した

PowerPoint 教材にアレンジし、動画化をおこなった。2 つ目に、新規開発と

して、高等学校の教員だけでなく専門学校や企業の方々も学習する教材とし

て、新学習指導要領に関するポイントを押さえた動画教材の開発を行った。こ

の教材については、次年度以降に関係者を対象に研修を実施し検証を行う予定

となっている。 
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第４章 実証講座 

第１節 実証概要 

今年度では、連携授業の初年度として、高校 1 年生を対象に 3 つの分野での

連携授業をスタートするに至った。高等学校の指導計画に沿って実施していく

ことが前提となるため、授業開始が委託事業期間前の 4 月から開始している分

野もあった。以下にそれぞれの分野の連携授業の実施概要を示す。 

【令和 4 年度 連携授業概要一覧】 

 ビジネス(IT)分野 自動車整備分野 グローバル分野 

連携 

主体校 

〇高等学校： 

八重山商工高校 

〇専門学校： 

・那覇日経ビジネス 

〇高等学校： 

美来工科高校 

〇専門学校： 

・パシフィックテク

ノカレッジ 

〇高等学校： 

石川高校 

〇専門学校： 

・日経ビジネス 

・琉美学園 

・IT カレッジ沖縄 

関係 

企業 

・セルリアンネット 

・イオン琉球 

・石垣ビーチホテル

サンシャイン 

・沖縄銀行 

・沖縄トヨタ自動車

株式会社 

・おきなわサービサー 

・沖縄 UDS 株式会社 

・ハイアットリージェ

ンシー 

・SKIY KINN 株式会

社 

・株式会社 OCC 

対象 

学年 
高校 1 年生 

対象 

科目 
「ビジネス基礎」 

「自動車工学」 

「実習」 
「情報Ⅰ」 
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連携 

概要 

・ビジネスマナー 

・職業人講話 

・グループワーク   

・フィールドワーク 

等 

・キャリア学習 

（自動車整備士の役

割、職場 等） 

・車の魅力 

（車の駆動方式、 

Ｄriving 等） 等 

・コミュニケーション 

・マナー教育 

・職業人講話 

・動画編集・制作    

等 

連携 

授業 

総時間

数 

２０コマ程度 ２５コマ程度 
30 コマ程度 

【延べ 120 コマ】 

 

全体として、3 分野合計で授業数 175 コマ程度で、参加生徒数は約 180 名

に登る。 

以下、各分野の実証概要を提示する。それぞれテーマで実施したアンケート

結果については、後述の付録にて掲載する。 

 

第２節 ビジネス分野 

本節では、ビジネス分野における実証について見ていく。ビジネス分野にお

いては、県立八重山商工高校の情報ビジネスコースに在籍する約 30 名を対象

に連携授業を実施した。連携主体となる専門学校は、専門学校那覇日経ビジネ

スであり、職業人講話にて、地元の石垣島に事業所がある企業 4 社が参加し

た。事業所の選定においては、コーディネータの働きかけの効果もあり、石垣

商工会議所の支援がを受けることが出来た。 

以下は、今年度実施したテーマと内容の一覧表である。 

 

【令和 4 年度 実施概要一覧表】 

 実施テーマ 内容 コマ 
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以下、それぞれのテーマごとに実施概要と様子を紹介する。 

 

①オリエンテーション 

 

②ビジネスマナー 

〇実施日時： 

 2022 年７月１1 日(月)14:55～15:45  

① オリエンテーション 授業紹介／アイスブレイク 2 

② ビジネスマナー 講義・ワーク・実践 1 

③ 職業人講話 
事前調べ学習／講話／振り返り 

※IT 系、金融、観光、小売、ドローン 等 
10 

④ マーケティング 講義・ワーク 1 

⑤ フィールドワーク 事前確認／フィールドワーク／振り返り 6 

〇実施日時： 

①２０２２年６月１日（水） 9：15～10：05  

②２０２３年６月２日（木） 14:05～14:45  

〇講師： 

専門学校那覇日経ビジネス 山里 謙郎 氏 

〇実施内容： 

①オリエンテーション 50 分 

・自分の将来像 個人ワーク 

・グループワーク（2～3 人/組） 

②子供のころの夢 40 分 

  ・個人ワーク 

・グループワーク  
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〇講師： 

専門学校那覇日経ビジネス 服部ひとみ 氏 

〇実施内容： 

（１）講義「テーマ：ビジネスマナー」 45 分 

（２）質疑応答＆アンケート 5 分 

 

③－1 職業人講話【情報通信業】 

〇実施日時： 

 2022 年 11 月 9 日(水) 9:15～10:05  

 

〇講師： 

 有限会社セルリアンネット 與那覇 司 氏 

 

〇実施内容：職業人講話 

（１）講話 40 分 

（２）質疑応答＆アンケート 10 分 

 

③－2 職業人講話【小売業】 

〇実施日時： 

 2022 年 11 月 14 日(月)  12:55～13:45  

 

〇講師： 

 イオン琉球株式会社 岸本 菜子 氏、垣花 周作 氏 

 

〇実施内容：職業人講話 

（１）講話 40 分 

（２）質疑応答＆アンケート 10 分 

 

③－3 職業人講話【サービス業(ホテル)】 

〇実施日時： 

 2022 年 11 月 16 日(水)  9:15～10:05  
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〇講師： 

 石垣ビーチホテルサンシャイン 赤城 陽子 氏 

 

〇実施内容：職業人講話 

（１）講話 40 分 

（２）質疑応答＆アンケート 10 分 

 

③－4 職業人講話【金融業】 

〇実施日時： 

 2022 年 11 月 1７日(木)  14:55～15:45  

 

〇講師： 

 株式会社沖縄銀行 渡嘉敷 司 氏 

 

〇実施内容：職業人講話 

（１）講話 40 分 

（２）質疑応答＆アンケート 10 分 

 

③－５ 職業人講話【振り返り】 

〇実施日時： 

 ①2022 年 11 月 24 日(木)  14:55～15:45  

 ②2022 年 11 月 25 日(金)   9:15～10:05 

 

〇講師： 

 専門学校那覇日経ビジネス 山里 謙郎 氏 

 

〇実施内容：職業人講話 

①・講義（20 分） 

・振り返りシート記入/グループ共有（25 分） 

②・講義（20 分） 

・シート記入/グループ共有（20 分） 

・アンケート（5 分） 
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④マーケティング 

〇実施日時： 

 2022 年 12 月 14 日(木)  14:55～15:45  

 

〇講師： 

 専門学校那覇日経ビジネス 山里 謙郎 氏 

 

〇実施内容：職業人講話 

・講義（45 分） 

・質疑応答/アンケート(5 分) 

 

 

⑤フィールドワーク 

〇実施日時： 

 ①2022 年 2 月 20 日(月)  11:15～12:05【事前確認】 

 ②    同日       13:15～15:15【フィールドワーク】 

 ③2022 年 2 月 22 日(水)   9:15～10:05【振り返り】 

 

〇フィールドワーク実施支援： 

専門学校那覇日経ビジネス 山里 謙郎 氏 

 

〇実施内容： 

①事前確認（実施内容確認、マナー等） 

②フィールドワーク【ユーグレナモール】 

③フィールドワーク振り返り 
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・実証の様子 

【ビジネスマナー】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【職業人講話】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ビジネスマナー】 
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第３節 自動車整備分野 

本節では、自動車整備分野における実証について見ていく。自動車整備分野

においては、県立美来工科高校の自動車科に在籍する約 40 名を対象に連携授

業を実施した。連携主体となる専門学校は、専修学校パシフィックテクノカレ

ッジである。また、「実習」の連携授業においては、沖縄トヨタ株式会社の全

面的な支援を受けながら実施をしてきた。以下が今年度実施したテーマと内容

である。 

【「自動車工学」における連携授業カリキュラム】 

  実施テーマ 内容 コマ 

① 
自
動
車
整
備
士
と
は 

（
職
業
理
解
） 

自動車整備士の役割 講義／質疑応答 1 

② 自動車整備士の職場 講義／質疑応答 1 

③ 
自動車整備をめぐる社

会の動き 
講義／質疑応答 1 

④ 自動車整備業界の動向 講義／質疑応答 1 

総コマ数 ４ 

 

【「実習」における連携授業カリキュラム】 

  実施テーマ 内容 コマ 

① 

車
の
魅
力 

自動車とは 講義／実機で確認 ３ 

② 車の違い 講義／実機で確認 ３ 

③ 運転の楽しさ 講義／シミュレーターで体験 ５ 

④ 車、電気の基本 講義／実機で確認 ５ 

⑤ これからの車 講義／体験 ５ 

総コマ数 21 
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以下、それぞれのテーマごとに実施概要と様子を紹介する。 

 

①実習（1 回目） 

〇実施日時： 

 2022 年 6 月 8 日(水)  12:45～15:20  

 

〇講師：『車の駆動方式』 

 専修学校パシフィックテクノカレッジ 阿波連 氏 真境名 氏 吉田 氏 

 沖縄トヨタ株式会社 當眞 氏 松島 氏 仲本 氏 

 

〇実施内容： 

12:45 挨拶・概要 (10 分) 

12:55 実習①(40 分) 

13:35 休憩(5 分) 

13:40 実習②(40 分) 

14:20 休憩(5 分) 

14:25 実習③(40 分) 

15:05 まとめ・アンケート(15 分) 

15:20 終了 

 

〇座学（1 回目） 

〇実施日時： 

 2022 年 7 月 14 日(水)  12:45～13:30  

 

〇講師：『自動車の仕事』 

 専修学校パシフィックテクノカレッジ 阿波連 氏  

 

〇実施内容： 

・講義(40 分) 

・アンケート(5 分) 
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〇座学（2.3 回目）、実習（2 回目） 

〇実施日時： 

 2022 年 9 月 14 日(水)  10:00～16:00  

 

〇講師： 

 専修学校パシフィックテクノカレッジ 阿波連 氏 真境名 氏 吉田 氏 

                   大城 氏 

 沖縄トヨタ株式会社 當眞 氏 玉城 氏 森田 氏 

 

〇実施内容： 

 座学：『自動車整備をめぐる社会の動き』『自動車整備士の職場(一日の

流れ)』 

10:20～11:10 座学（2 回目） 

11:20～12:10 座学（3 回目） 

昼休憩 

実習：『カスタムカー』 

13:15～13:55 実習① 

14:05～14:45 実習② 

14:55～15:35 実習③ 

 

〇実習 3 回目 

〇実施日時： 

 2022 年 6 月 8 日(水)  12:45～15:20  

 

〇講師：『ドライビング』 

 専修学校パシフィックテクノカレッジ 阿波連 氏 真境名 氏 吉田 氏 

 沖縄トヨタ株式会社 松島 氏、安元 氏、玉城 氏、森田 氏 

 

〇実施内容： 

10:15～11:00 実習① 

11:00～11:25 実習② 

11:30～11:55 実習③ 
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12:50～13:30 実習④ 

13:40～14:30 実習⑤ 

14:40～15:05 実習⑥ 

 

〇座学（4 回目）、実習（4 回目） 

〇実施日時： 

 2022 年 9 月 14 日(水)  10:00～16:00  

 

〇講師： 

 専修学校パシフィックテクノカレッジ 阿波連 氏 真境名 氏 清水 氏 

 

〇実施内容： 

 座学：『自動車整備業界の動向』 

10:15～11:00 座学④ 

昼休憩 

実習：『Electric Car』 

11:25～11:55 実習① 

12:45～13:15 実習② 

13:15～13:50 実習③ 

14:00～14:15 実習④  

14:15～15:05 実習⑤ 

 

〇実習５回目 

〇実施日時： 

 2022 年２月１日(水)  11:20～15:10  

 

〇講師：『ドライビング』 

 専修学校パシフィックテクノカレッジ 阿波連 氏 真境名 氏 清水 氏 

 沖縄トヨタ株式会社 松島 氏、金良 氏、上原 氏 

 

〇実施内容： 

11:20～12:00 実習① 
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昼休憩 

13:00～14:00 実習② 

14:10～15:10 実習③ 

 

・実証の様子 

【自動車の仕事】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【自動車の仕事】 
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【Driving】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【車のこれから】 
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第４節 グローバル分野 

本節では、グローバル分野における実証について見ていく。グローバル分野

においては、県立石川高校に在籍する 4 クラス約 110 名を対象に連携授業を

実施した。連携主体となる専門学校は、専門学校日経ビジネス、琉美学園、専

門学校 IT カレッジ沖縄である。また、職業人講話を中心に本事業の参画委員

にも支援を受けながら実施をしてきた。以下が今年度実施したテーマと内容で

ある。 

【「情報Ⅰ」における連携授業カリキュラム】 

 

 

 

 

 実施テーマ 内容 コマ 

① オリエンテーション 授業紹介／アイスブレイク 2 

② コミュニケーション 講義・実践 2 

③ 表現方法 講義・実践 2 

④ マナー 講義・実践 1 

⑤ プレゼンテーションの仕方 講義・グループワーク 2 

⑥ 職業人講話 
事前調べ学習／講話／振り返り 

※金融系、観光系、IT 系 等 
13 

⑦ 動画編集・制作 コンセプト決め／撮影／編集／発表 8 

総コマ数 30 
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①オリエンテーション 

 

 

②コミュニケーション 

〇実施日時： 

①２０２２年４月２１日（木） 

②２０２２年６月２日（木） 

(1)10:20～11:10 対象：1 年 2 組  

(2)11:20～12:10 対象：1 年 3 組 

(3)12:20～13:10 対象：1 年 4 組  

(4)13:55～14:45 対象：1 年 1 組  

 

〇講師： 

専門学校日経ビジネス 古謝 景士 氏 

 

〇実施内容： 

①オリエンテーション 50 分 

・自分の将来像 個人ワーク 

・グループワーク（2～3 人/組） 

② 効果的な自己紹介 50 分 

・自己紹介の効果的な方法 

・コミュニケーションの目的・手段  

 

〇実施日時： 

①２０２２年６月 9 日（木）〈45 分授業〉 

(1)10:15～11:00 対象：1 年 2 組  

(2)11:10～11:55 対象：1 年 3 組  

(3)12:05～12:50 対象：1 年 4 組  

(4)13:35～14:20 対象：1 年 1 組 

②２０２２年６月 16 日（木） 

(1)10:20～11:10 対象：1 年 2 組  

(2)11:20～12:10 対象：1 年 3 組 
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③表現方法、④ビジネスマナー 

(3)12:20～13:10 対象：1 年 4 組  

(4)13:55～14:45 対象：1 年 1 組  

 

〇講師： 

専門学校日経ビジネス 古謝 景士 氏 

 

〇実施内容： 

①コミュニケーションの基本① 45 分 

・言葉の大切さ、挨拶の大切さ 

② コミュニケーションの基本② 50 分 

・気配りワード、返事の大切さ  

 

〇実施日時： 

①2022 年 6 月 30 日（木） 

②2022 年 7 月７日（木） 

③2022 年 7 月 14 日（木） 

(1)10:20～11:10 対象：1 年 2 組  

(2)11:20～12:10 対象：1 年 3 組 

(3)12:20～13:10 対象：1 年 4 組  

(4)13:55～14:45 対象：1 年 1 組  

 

〇講師： 

専門学校那覇日経ビジネス 服部 ひとみ 氏 

 

〇実施内容： 

①ビジネスマナー① 50 分 

・挨拶、お辞儀 

②ビジネスマナー② 50 分 

・話し言葉  

  ③表現方法 50 分 



71 

 

 

⑤プレゼンテーションの仕方 

 

⑥－1 職業人講話① 

   ・正しい発声、発音 

   ・ロールプレイ 

   ・紙飛行機 

 

〇実施日時： 

①2022 年 9 月 15 日（木） 

②2022 年 9 月 22 日（木） 

(1)10:20～11:10 対象：1 年 2 組  

(2)11:20～12:10 対象：1 年 3 組 

(3)12:20～13:10 対象：1 年 4 組  

(4)13:55～14:45 対象：1 年 1 組  

 

〇講師： 

専門学校日経ビジネス 徳元 洋太氏 

 

〇実施内容： 

①話すときの心構え 50 分 

・コミュニケーション能力の高い人が“無意識”にやっていること 5 選 

・論理的思考力クイズ 

②効果的な話し方を身に付ける 50 分 

・グループワーク「試合に間に合わせて」  

   

 

〇実施日時： 

①2022 年 9 月 1 日（木）〈事前調べ学習〉 

②2022 年 9 月８日（木）〈職業人講話〉 

(1)10:20～11:10 対象：1 年 2 組  

(2)11:20～12:10 対象：1 年 3 組 
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⑥－2 職業人講話② 

 

 

(3)12:20～13:10 対象：1 年 4 組  

(4)13:55～14:45 対象：1 年 1 組  

 

〇講師： 

専門学校那覇日経ビジネス 赤嶺 萌 氏 

専門学校日経ビジネス 徳元 洋太氏 

 

〇実施内容： 

① 職業人講話調べ学習 45 分 

② 職業人講話 50 分 

  

〇実施日時： 

①2022 年 9 月 29 日（木）〈事前調べ学習〉 

②2022 年 10 月 13 日（木）〈職業人講話〉 

(1)10:20～11:10 対象：1 年 2 組  

(2)11:20～12:10 対象：1 年 3 組 

(3)12:20～13:10 対象：1 年 4 組  

(4)13:55～14:45 対象：1 年 1 組  

 

〇講師： 

株式会社沖縄債権回収サービス 大神田 睦 氏 

専門学校日経ビジネス 徳元 洋太 氏 

 

〇実施内容： 

① 職業人講話調べ学習 50 分 

② 職業人講話 50 分 
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⑥－３ 職業人講話③ 

 

 

⑥－４ 職業人講話振り返り 

〇実施日時： 

①-１ 2022 年 10 月 17 日（月）〈事前調べ学習〉 

(1)13:55～14:45 対象：1 年 3 組 

(2)14:55～15:45 対象：1 年 4 組 

①-２ 2022 年 10 月 19 日（水）〈事前調べ学習〉 

(1)13:55～14:45 対象：1 年 2 組  

(2)14:55～15:45 対象：1 年 1 組 

② 2022 年１０月２０日(木)〈職業人講話〉 

(1)10:20～11:10 対象：1 年 2 組  

(2)11:20～12:10 対象：1 年 3 組  

(3)12:20～13:10 対象：1 年 4 組  

(4)13:55～14:45 対象：1 年 1 組  

 

〇講師： 

沖縄 UDS 株式会社 山森 薫 氏 

琉美インターナショナルビューティーカレッジ 田本 勇気 氏 

 

〇実施内容： 

① 職業人講話調べ学習 50 分 

② 職業人講話 50 分 

  

〇実施日時： 

①-１ 2022 年 10 月 24 日（月）〈振り返り〉 

(1)13:55～14:45 対象：1 年 3 組 

(2)14:55～15:45 対象：1 年 4 組 

①-２ 2022 年 10 月 26 日（水）〈振り返り〉 

(1)13:55～14:45 対象：1 年 2 組  

(2)14:55～15:45 対象：1 年 1 組 
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⑥－5 職業人講話④ 

 

〇講師： 

 石川高校教員 

 

〇実施内容： 

① 職業人講話のまとめ①～③ 

〇実施日時： 

①2022 年 10 月 27 日（木）〈事前調べ学習〉 

(1)10:20～11:10 対象：1 年 2 組  

(2)11:20～12:10 対象：1 年 3 組 

(3)12:20～13:10 対象：1 年 4 組  

(4)13:55～14:45 対象：1 年 1 組  

②-1 2022 年 11 月 7 日（木）〈職業人講話〉 

(1)13:55～14:45 対象：1 年 3 組  

(2)14:55～15:45 対象：1 年 4 組 

②-2 2022 年 11 月 9 日（木）〈職業人講話〉 

(1)11:20～12:10 対象：1 年 2 組  

(2)12:20～13:10 対象：1 年 1 組  

 

〇講師： 

ハイアットリージェンシー沖縄瀬良垣(講師)：松堂氏(レクリエーション

部)、木島氏（マーケティング部）、宮里氏（レストラン部）、比嘉氏

（経理部） 

 

琉美インターナショナルビューティーカレッジ 田本 勇気 氏 

 

〇実施内容： 

① 職業人講話調べ学習 50 分 

② 職業人講話 50 分 
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⑥－6 職業人講話⑤ 

 

⑥－7 職業人講話⑥ 

〇実施日時： 

①2022 年 11 月 10 日（木）〈事前調べ学習〉 

②2022 年 11 月 24 日（木）〈職業人講話〉 

(1)10:20～11:10 対象：1 年 2 組  

(2)11:20～12:10 対象：1 年 3 組 

(3)12:20～13:10 対象：1 年 4 組  

(4)13:55～14:45 対象：1 年 1 組  

 

〇講師： 

SKY KIN 株式会社 ラズカーノ ヴィッシュ氏 

 

〇実施内容： 

① 職業人講話調べ学習 50 分 

② 職業人講話 50 分 

  

〇実施日時： 

①2023 年 2 月 9 日（木）〈事前調べ学習〉 

②2023 年 2 月 16 日（木）〈職業人講話〉 

(1)10:20～11:10 対象：1 年 2 組  

(2)11:20～12:10 対象：1 年 3 組 

(3)12:20～13:10 対象：1 年 4 組  

(4)13:55～14:45 対象：1 年 1 組  

 

〇講師： 

株式会社オーシーシー 金城 氏(人事部)、松村 氏(公共社会ソリューシ

ョン事業本部）、比嘉 氏（グローバル事業部） 

専門学校 IT カレッジ沖縄：奥戸 類 氏、屋宜 宣秀 氏 
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⑦ 動画編集・制作 

〇実施内容： 

① 職業人講話調べ学習 50 分 

② 職業人講話 50 分 

  

〇実施日時： 

①2022 年 12 月 1 日（木） 

②2022 年 12 月 13 日（火）※1 コマ 

③2022 年 1２月 15 日（木） 

④2023 年 1 月 12 日（木） 

⑤2023 年 1 月 19 日（木） 

⑥2023 年 1 月 26 日（木） 

⑦2023 年 2 月 2 日（木） 

⑧2023 年 2 月 16 日（木）※1 コマ 

(1)10:20～11:10 対象：1 年 2 組  

(2)11:20～12:10 対象：1 年 3 組 

(3)12:20～13:10 対象：1 年 4 組  

(4)13:55～14:45 対象：1 年 1 組  

 

〇講師： 

SKY KIN 株式会社 ラズカーノ ヴィッシュ氏 

 

〇実施内容： 

① ドローン映像紹介、コンセプト策定 50 分 

② ドローン撮影 50 分 

③ 素材収集（１） 

④ 素材収集（２） 

⑤ 動画編集（１） 

⑥ 動画編集（２） 

⑦ クラス内発表会 

⑧ 校内発表会 
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・実証の様子 

【コミュニケーション】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【職業人講話】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【動画編集・制作】 
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第５節 実証講座のまとめ 

今年度の実証講座では、「ビジネス分野」「自動車整備分野」「グローバル

分野」の合計 3 つの分野において、高校 1 年生を対象に、委託事業期間前の 4

月から 2 月までの期間で連携授業を実施してきた。 

 

「ビジネス分野」については、県立八重山商工高校で実施した。主な連携授

業主体は、ビジネス分野の専門である専門学校那覇日経ビジネスである。昨年

度からビジネス分科会において、授業科目「ビジネス基礎」での連携で協議・

調整を行い、今年度において担当の教員と連携しながら実施してきた。昨年度

の協議・調整段階では、担当教員が休職期間中との事情があり、具体的な調整

には至っていなかったが、復職後に高等学校学校内での情報共有および分科会

を通しての共通理解によって、有意義な取組を推進できるに至った。連携授業

は、「オリエンテーション」「ビジネスマナー」「職業人講話」「マーケティ

ング」「フィールドワーク」の大きく 5 つのテーマから構成される。「オリエ

ンテーション」については、高校 1 年生という入学からそれほど期間が経って

いない状況であり、クラスの雰囲気も未熟な状態であることから、連携授業に

ついての講義に加えて生徒同士の交流としてグループワーク等を実施した。

「ビジネスマナー」「職業人講話」「マーケティング」「フィールドワーク」

については、教科書に沿ったテーマの理解を深めることを目的として行った。

特に、「職業人講話」「フィールドワーク」においては、地元に焦点をあて

た。「職業人講話」では、地元の石垣商工会議所の協力を得ながら石垣島にあ

る地元企業を中心に選定した。「フィールドワーク」は、生徒たちが普段は訪

れない地元の観光スポットの一つであるユーグレナモールで行った。地元名産

のお土産などをモール内の事業所にインタビューしながら、地元のビジネスに

ついての理解を深めた。実証を通して、2 月に実施した事後アンケートでは、

今年度の専門学校や企業が参加する連携授業を経験して連携対象科目である

「ビジネス基礎」の理解度を調査した。その結果、「とても深まった」「少し

深まった」が 5 割ずつであり、生徒たちの理解度を深めることができたといえ

る。 

 

自動車整備分野では、県内 3 校ある自動車科の一つである県立美来工科高等

学校にてプログラムを実施した。プログラムは大きく２つから構成される。
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「自動車工学」の時間を活用して、自動車に関わる仕事や自動車整備の情報な

ど職業への理解促進をテーマとした座学形式でのキャリア教育と、「実習」の

時間における実車等を活用して技術を中心に学習する実習形式でのキャリア教

育である。前者においては、専修学校パシフィックテクノカレッジの教員が、

「自動車の仕事」「自動車整備士の職場」「自動車整備をめぐる社会の動き」

「自動車整備業界の動向」の計 4 コマの講義を行ってきた。後者では、専修学

校パシフィックテクノカレッジの教員と共に、沖縄トヨタ株式会社の全面的な

支援のもと連携授業を実施した。授業での講義の時間には、一級整備士の実務

者が講師として加わり技術を生徒に教え、実車やシミュレーターを活用して普

段の授業では中々実現できない内容で展開してきた。事後アンケートでは、自

動車業界への理解度について約半数が「とても深まった」、もう半数が「少し

深まった」という回答であった。1 年間の実証を通して自動車整備業界につい

ての理解が深まっていることがうかがえる結果となった。 

 

最後に、「グローバル分野」である。グローバル分野は、普通科高校の県立

石川高校にて高校 1 年生の 4 クラス計約 110 名を対象に実施してきた。連携

した専門学校は、専門学校日経ビジネス、琉美インターナショナルビューティ

ーカレッジ、沖縄写真デザイン工芸学校、専門学校 IT カレッジ沖縄の 4 校で

ある。それぞれの専門学校がテーマ別に連携に参画した。講座のテーマとして

は、「オリエンテーション」「コミュニケーション」「ビジネスマナー」「表

現方法」「プレゼンテーションの仕方」「職業人講話」「動画編集・制作」の

7 つである。「オリエンテーション」「コミュニケーション」「ビジネスマナ

ー」「表現方法」「プレゼンテーションの仕方」については専門学校日経ビジ

ネスが主体となり、「職業人講話」では、講話の前に事前学習として、それぞ

れの職業分野に応じた専門学校が事前調べ学習も担当した。「動画編集・制

作」では、沖縄写真デザイン工芸学校で講師も務めている実務者が、高校の教

員とともに授業を行った。 

 実証終了後の事後アンケートにおいてテーマとなっている「グローバル」な

仕事に対する関心度合いを図った。結果は、3 割が「とても関心が深まっ

た」、5 割が「少し関心が高まった」と回答しており、約 8 割の生徒が実証を

通して、グローバルな仕事に関心を持ったという結果であった。 
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 今年度は、実証として連携授業を実施するのが初年度であった。昨年度の限

られた短い期間の中で、分科会において策定したカリキュラムをベースに、各

分科会で実施内容などを断続的に協議し、実施する授業での生徒の反応を踏ま

えて、高等学校と専門学校および企業が一丸となって展開することが出来た。 

また、新型コロナウイルスや台風などの外的要因もありながら、事業として

は計画以上の実施実績を達成するに至った。 

ただし、今後の実証については、継続的な実施体制を整備していくために、

各分科会などにおいて有効的な解決策を検討し見出していく必要がある課題も

生じている。例えば、実証の実施規模などでよる専門学校側の負担が課題とな

っている。実証実施前の資料などに関する準備や当日の授業実施時間等は本

来、専門学校教員としての実務時間でもあり、担当業務との両立が求められ

る。今後、このような取り組みを継続して行っていくためには、一方が過度に

負担する形式は避ける必要がある。 

こうした課題については、残り約 4 年の事業期間において、継続的に検討し

てくことになる。例えば、専門学校側の負担軽減策としては、高等学校の教員

が対応可能と判断できる内容については、徐々に引き継ぎをしていくことも一

つの手段である。さらに、利用できる教材などを充実させることによって、効

率化も図っていくこともできる。次年度以降も各分科会において、コーディネ

ータや学校関係者を中心に協議を行っていくことが肝要である。 
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第 5 章 本年度のまとめと評価 

 

本年度の事業実施の結果を評価する。 

 

まず、当初の事業計画から想定される以上の実績を上げることができたこと

について具体的に説明する。計画された実証講座は順調に進められ、想定より

も数多く、180 名以上の高校生が連携授業に参加した。実施の総時間数も 175

コマ程度と計画をはるかに超え、それにも拘らず、高校生や高校教員からの評

価も高かったことが、アンケートやヒヤリングの結果から分かる。専門学校や

企業と高校が連携して実施することで、より実践的なキャリア教育が実現でき

たと言える。また、高校生が、職業人との接触機会を持ち、実践的な経験を積

むことで、将来の進路選択において有意義な情報を得られたとの報告がされ

た。高校教員からも、職業人から最新の情報や事例を多く学ぶことで、キャリ

ア教育内容の改善につながったとの高い評価を頂いた。 

 

高校生や高校教員からのアンケートやヒヤリングなどによるフィードバック

をもとに、実証講座の評価をした。高校生からは、実践的な内容で、将来の進

路選択に役立つ情報を得られたという好評価を大多数から得られた。また、高

校教員からは総じて、職業人からの講話やグループワーク、実習、フィールド

ワークなど、多様な形式での授業があったことなどについて好評価であったと

の報告がされた。このように、高校生や高校教員からの評価は、専門学校と企

業による実践的な教育内容や教育支援環境に、相当の好感を持ったことがうか

がえる。 

 

この成功に至るのには、専門学校と高校が高い頻度で密接にコミュニケーシ

ョンをとったことが大きい。具体的には、20 回以上におよぶ３つの分野別の

分科会や実施委員会の開催、都合 20 回以上行われた実証講座実施の前後の個

別協議が寄与したものと考える。 

 

このような頻繁で密接なコミュニケーションにより、事業の計画を立案する

段階から、実施・評価までの一連のプロセスにおいて、関係者が一体となって

協力し、円滑な運営を実現することができたものと考える。実際、分科会や実
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施委員会の開催によって、専門学校や企業からの最新の情報や職業現場の事例

が高校教員にも多く提供され、教育内容の改善や実践的なキャリア教育の実現

につながることも期待される。また、頻繁に行われた打ち合わせでのコミュニ

ケーションによって、高校生に適合した実践的な授業内容を専門学校や企業が

提供しやすくなったことも報告されている。 

 

なお、支援する側の専門学校や企業の労力の大きさが、今後課題となってく

るとの懸念もある。来年度には新たに１校が参加することも決まっており、複

数の高校からの実施希望もあることから、その実施も含めるとこの労力に関す

る課題を解決する必要がある。 

    

今後も実証講座を継続し充実させ、より多くの高校生に提供することが望ま

しいことから、本実証講座の成功要因である密接なコミュニケーションを継続

することに加え、県内の他の専門学校や企業との連携も期待される。キャリア

教育は、将来の社会を担う若者たちにとって重要な教育の一つであり、本年度

の実証講座の成功は、次年度以降の高等学校におけるキャリア教育を推進する

上で大きな成果となる。 

 

実証講座は想定した計画通以上に積極的果敢に進められ、多数の高校生が参

加し、それにもかかわらず、非常に高い評価を受けることができた。今後は、

課題の解決を目指し、継続的な取り組みが求められる。高等学校のキャリア教

育を推進する上で、本事業の１年目の成果や教訓を踏まえ、次年度以降４年間

も継続的に取り組む事が望ましい。 
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おわりに 

 

将来的な展開や普及への期待として、次年度以降の実証講座の継続により高

校生に提供することが望ましい「沖縄型キャリア教育のモデルの構築」を目指

す。そのためには、支援する側の専門学校や企業が、持続可能性を高めながら

積極的に効率的な取り組みを進めることが必要である。 

また、本実証講座の高評価を踏まえ、沖縄県内の他の専門学校と企業の参

画、そして高等学校のキャリア教育の充実が期待される。 

さらに、文部科学省や沖縄県教育庁には、一層のご指導とご支援をお願いす

る次第である。 
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令和 4年度「専修学校による地域産業中核的人材養成事業」 

専門学校と高等学校の有機的連携プログラムの開発・実証 

多分野での高・専連携を実現する一貫型職業教育プログラムの開発・実証 
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